





































































―11 号〜 17 号窟について―
Comparative study on the Yagura tombs hill behind Kakuon-ji temple:































































































































































































































































































































11号 12号 13号 14号 15号 16号 17号
１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２ ○ ○ ○
３ ○ ○ ○
４
５ ○ ○






９ ○ ○ ○
10 ○ ○ ○ ○






















る（ 9 ・10）。そのため乾燥による摩耗（ 5 ）や表層
剥離（ 6 ）も少ない。なお、第1調査時は、撮影のた
めに周辺の草やシダ類などを剪定した可能性が示唆さ
れる。現況の調査に於いては、やぐらの状態を変えな
いため、このような措置は採っていない。今回の調査
対象のやぐらは、先に述べたようにやぐら同士の距離
があるため、厚みのない側壁を共有して構造上不安定
になっていたり、風雨で壁面が摩耗している所はなかっ
た（ 5 ）。今回調査した平場はやぐら前面が広いとこ
ろもあり、樹木の生育が十分可能な状況だが、 7 樹木
による悪影響は見られない。15号窟の前には1964年か
ら現在までの間に生長した木が1本あるが、やぐらには
悪影響を及ぼしていない（ 8 ）。11の析出物は各所で
問題となっているが、今回のやぐらではさほど大きな
影響は見られない。但し、筆者が分類した4種のうち、
11-Ⅰに分類される析出物は、梵字の装飾部分を見にく
くしており、特に11号窟には注意を払う必要がある。
また、表層剥離と析出物が同時に起きている所が確認
されたが、剥離した所に析出物が発生したのか、析出
物の発生に伴って表層が剥離したのか、現段階ではそ
の前後関係はわからない。しかしながら、両者が同時
に起きている箇所は、ますます劣化が広がる可能性を
否定できない。
　12はやぐらを構築した時、或いは装飾を施した工具
の痕跡の有無を示した。壁面全ての工具痕が明瞭に残っ
ている所もあれば、表面の凹凸が不明瞭になりつつあ
る所もある。もしくは表面の劣化によって失われるこ
とがある。他の場所のやぐらを見ると、入口に近いと
ころの方がその痕跡が不明瞭で、奥寄りは残存状況が
いいという傾向が見られるが、今回の調査対象につい
てはその傾向が必ずしも当てはまることはなかった。
5．まとめ
　今回報告したやぐらのうち、3基は大半が地中にあっ
て壁面の状態がわからないため、この中には華美な装
飾を持つやぐらがあるかもしれない。しかし、「梵字や
ぐら」の名で江戸時代から知られている11号（赤11）
窟以外は、目立った特徴のないやぐらである。装飾性
豊かなやぐらは歴史的にも美術的にも、仏教の立場か
らも貴重なものとしてこれまでも度々注目されてきた。
一方、特に装飾のないやぐらは、これまで個々に取り
上げられる機会のなかったものも多い。装飾性の豊か
なやぐらは供養のための役割を担い、簡素な造りのや
ぐらは納骨を主たる目的としており、供養の場は多く
の納骨施設があってこそ存在するものである。そのた
め歴史的価値は装飾のあるやぐらと等しいことを忘れ
てはならない。
　今回の調査地点よりもさらに上段に位置するやぐら
では、2011年の大型台風の影響と思われる樹木の根が
大きく浮き上がる被害が確認された。このように現在
も様々な状況で劣化することもあり、現況の記録は必
要なものと考えている。
謝辞
　調査に際し覚園寺仲田昌弘住職、仲田順昌副住職、
鎌倉市教育委員会にご理解・承諾を頂き取り組んでい
ます。この場に記し、皆様に厚く御礼申し上げます。
引用文献
1）　安田三郎『百八やぐら調査報告書』鎌倉市教育委員会　1965
年
2）　星野玲子「覚園寺裏山やぐらに関する研究―『百八やぐら調
査報告書』を資料として―」鶴見大学紀要　第49号　第4部
　人文・社会・自然科学編　2012年33〜75頁
3）　星野玲子「覚園寺裏山やぐらに関する比較調査―5号〜10号
窟について―」鶴見大学紀要　第49号　第4部　人文・社会・
自然科学編　2012年　77〜91頁
参考文献
鎌倉市史編纂委員会『鎌倉市史 考古編』吉川引文館　1959年
